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ドリア粒子を t-butyl hydroperoxide (t -B t 00 H)とincubationすると，時間とともに t-
BtOOHの濃度に比例し，過酸化脂質量は増加し，コハク酸酸化酵素・ NADH酸化酵素の活性は低
下した。同様に亜ミトコンドリア粒子をNADPH依存性過酸化反応系に入れると，コハク酸酸化酵素-
NADH酸化酵素とも，時間依存性にその活性は低下した。この結果より脂質過酸化反応により電子伝
達系が障害されることが確認された。
[総括]
1. 虚血肝の再濯流により回復するATPレベルは虚血時間の延長に伴い低下し，このATPの低下率
に応じて酸素消費量・糖新生能・尿素合成能などの肝機能も低下する O
2. 虚血後再濯流した肝臓のミトコンドリアは，虚血時の障害とは異なり，活性酸素により脂質過酸化
を受け， Complex 1とEを中心に電子伝達系が障害される。
論文の審査結果の要旨
近年，臓器移植および虚血性臓器障害の増加に伴い，虚血障害の機構の解明とそれに基づく虚血臓器
の保護方法の確立が望まれている O 本研究は，ラット虚血肝モデルを用い，虚血後血流再開に伴う肝機
能の回復は，細胞内ATPレベルに依存すること，およびこの血流再開時ATP合成の場であるミトコ
ンドリア電子伝達系が過酸化反応により障害されることを明らかにした。
従って本論文は，虚血障害機構の解明を進め，虚血障害の保護に理論的根拠を与えるものであり高く
評価されるO
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